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「分数ができない⼤学⽣」は論理思考と問題解決能⼒、頑張り⼒に問題が！？ 
 
書籍「分数ができない⼤学⽣ 岡部恒治等（1999 年）」を読んだ。なんとも奇をてらった書
名であると、⻑い間読まずに積読状態にしていたものである。読んでみると少し古い本では
あるが、教育の現状にも通じるところが多く、創造⼒が弱くなった⽇本の病根を抉り出して
いる。 
 
この書は 1998 年に⾏った、⽇本の⼤学⽣の
数学の学⼒調査結果に基づいて書かれてい
る。その学⼒調査に⽤いられた問題は主に⼩
学校、中学校で習っているはずのものであ
る。（ここに⽰した図表はすべて同著書より
抜粋した） 
 
最近では、⼊学試験で数学のない⼤学も増え
たが、アメリカの⼤学選別試験 SAT では、
英語と数学は必須となっている。基礎学⼒の
前提は英語と数学にあるということである。
これを⽇本語で表現するならば古より⾔わ
れてきている「読み・書き・算盤（そろばん）」
ということである。学問において独創性を伸
ばすためには、基礎学⼒が必要であることは
⾔うまでもなく、従って数学の学習過程で
培われる論理的思考⽅法と、問題解決に⾄
るまでの粘り強さは何事を成すにもその基
礎となるということである。 
 
最近の学習、これは国家試験の験のための
学習も含めて、問題には必ず唯⼀の解があ
り、その答えをいかに短時間で解答できる
かに重点が置かれる。いわゆる５択⽅式で
あり、答えを覚え込んでしまっている受験
者が勝利する確率が⾼い。 



問題を地道に、論理的に解いていく受験者には受難の時代ともいえる。しかしながら、実社
会において武器となるのは論理的や粘り強さ、執念深さである。この能⼒を養える学問は数
学である。数学こそがまさにこの学問である。この数学教育が⼩学校で、中学校で軽視され
ているところに⽇本の創造性が発揮されない原因があると本書は⼒説している。 
 
数学は積み上げである。基礎が分からなければその上へは進めない。実社会も同じである。
基礎⼒がなければ価値を⽣み出す仕事はできない。数学は応⽤⼒である。持てる知識をフル
稼働させ、さらにその上にインスピレーションという天からの声が必要となる。これが正に
「創造する」ということである。 
 
本書には次のような⽂がある。「読み・書き・算盤」が軽視された世の中となった。 
「創造は本質的には個⼈的な偉業である。個⼈になぜこんな偉業が可能かといえば、それは
きわめて多数の先⼈の業績がベースにあるからである。できるだけ多くの先⼈から学ぶた
めには、社会はできるだけ多くの共通の知識を持つこ
とが必要である。ところが現在は、多様化とか個性化
とか称して、逆にその破壊が進んでいる。相対主義の
蔓延した現代社会で⽣じているのは多様化ではなく
断⽚化である。すなわち、「アレはアレ」であり「コレ
はコレ」として、異質な要素が孤⽴させられているの
である。」 
 
さて、今の⼤学⽣が、如何に数学（算数）ができない
かが図表で⽰されている。まさに分数の計算ができな
い学⽣が多い。⼊試試験で数学を課さない⼤学もある
ので、⼤学間の格差も⼤きい。教育学部の学⽣でも、
成績が良いとは限らない。数学ができない先⽣が⽣徒
をどのように教えていくかが⼼配である。 
 



 
上で⽰した問題の解答 25 個の内、 
何個が正解であったかが横軸に⽰してある。 
 
⽇本の私⽴⼤学では、⼊学試験に数学を課さな
い⼤学も多く、数学ができない学⽣も多くいる。 
 
 
下の図 12-1 は、数学ができる能⼒に関し、⼤学
間の開きが⼤きいことを⽰している。 



 
 
 
 
 
 
 
 


